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はじめに

• 平成20年度～21年度にかけての、琵琶湖・瀬田川および流
入河川におけるPFOS・PFOA濃度調査の結果、琵琶湖では南
湖の沿岸域と瀬田川において、河川では南湖東部流入河川
でのPFOAが高い傾向が認められたことを2009年の本シンポ
ジウムで報告した。

• 今回、PFOS、PFOA類縁の炭素鎖長の異なるPFCsについて分
析法を確立し、琵琶湖･瀬田川および主要流入河川における
実態把握調査を行った。



調査方法

• 試料採取時期：5月および8月(琵琶湖)、8月(河川)

• 試料採取地点
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琵琶湖･瀬田川(8地点)
流入河川(12地点)



調査方法

• 分析方法：固相抽出-LC/MS/MS

• 分析対象：C4～C14、C16、C18のペルフルオロカルボン酸
（PFCAs）およびC4、C6～C10のペルフルオロスルホン酸
(PFASs)

試料水500mL

サロゲート溶液添加 100μg/mL×20μL

乾燥 遠心分離

pH調整(pH3.5程度) 酢酸100μL(ブランク水)または200μL(試料水)添加 3000rpm 5min

溶出 0.1%NH4OH/MeOH 5mL

固相抽出 Waters OASIS WAX Plus

・コンディショニング 濃縮 窒素気流下35℃ 約0.2mLまで

0.1%NH4OH/MeOH 10mL

MeOH 10mL シリンジスパイク添加 100μg/mL×20μL

水 10mL

・試料負荷 定容 80%MeOH 1mL

10mL/min

・洗浄

水 30mL

1%酢酸aq 10mL

水 10mL

80%MeOH 30mL



調査結果

• 琵琶湖

• 河川
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